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胃癌に対するリンパ節郭清をより合理的にする目的

で,胃 リンパ流が種々の方法で再検討され,著 者らは

RIを 用いる方法を提唱してきた1ン)。最近著者らは2

種のRIを 用いて,同 時に2か 所からのリンパ流を検

索する方法 (Double lsotope法)を 開発したのでここ

に報告する。

方  法 :(1)対 象,胃癌で治癒手術可能症例.(2)

方法,① 99nTc,Sulfur colloid,②
lllln,colloidの2核

種を用い,手 術前日に経内視鏡的に胃の2カ 所の粘膜

下筋層に注入する。壁内でのRIの 広がりを,胃壁を切

り出してR.Iの取 り込みを測定した。又,R.I注 入後の

患者の血中および尿中へのR.I移行を調べた。術後,切

除標本から可及的にすべてのリンパ節を輸出し,詳 細

なマッピングの上 1個 ずつ のcpmを Auto well

scintillation counterにて測定した。99mTCの 放射エネ

ルギーは,140KeV,11llnでは173KeV,274KeVと 二峰

性である。散乱線によるcontaminationの危険がある

ため, 1日 置きに2回 ull定した上で半減期の差 (99m

Tc,6.04時 ;11lln,2.81日)。を利用してそれぞれのRI

の取 り込みを計算した。

結  果 :胃壁内でのR.Iの広がりは胃前庭部にお

いて,99mTc_sulfur co1loldで径4cm,11lln‐colloldで

径5cmで あった。従来 よ く用 い られて きた67Ga‐

cittate,99nTC‐Rheniuln colloidが,注入後直ちに血中

に出現し,尿 中に排泄されるのに対し,99mTC,Sulfur

colloid,11lln‐Colloidでは血中,尿中への移行はほとん

どなかった.図はnO,ml,の早期胃癌症例におけるリン

パ節へのR.Iの取 り込みを示す。No.1,3,7,8,8p,の

リンパ節へは,胃 の領域C,A両 部位からのリンパ流

が存在する。大動脈周囲では,領 域 Cか らは左下横隔

膜動脈周囲,左副腎周囲,左腎動脈周囲のリンパ節へ,
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図 RI陽 性 リンパ節 i nO,m,Stage I早期胃癌症例に

おける1例,C注 入 RIは 99nTc‐Sulfur Colloid,A注

入 RI″よ11lln‐Colloid.

Double iSOtOpe法

領域 Aか らはそれに加えて大動静脈間 リンパ節へも

リンパの流れがあることが証明された。

結  語 :Double lsotope法は,胃 リンパ流の研究

にきわめて有用であると考えられた。

索引用語 :胃 R,Iリンフォグラフイー
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